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■ツール・ド・苗場山　100㎞サイクリング
■令和元年度栄村成人式
■栄村消防団活動報告（令和元年度上半期）
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　山形から沖縄まで約300名の選手が参加し、
選手らは、栄村の自然を肌で感じながら楽しん
でいました。
　また、各地エイドステーションでは地場産品
を使ったエイドメニューが振舞われ、多くの
方々に大好評でした。
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～
北
信
州
秋
山
郷
サ
イ
ク
リ
ン
グ
浪
漫
～

ツ
ー
ル
・
ド
・
苗
場
山

栄
村
1
0
0
キ
ロ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
苗
場
山 

栄
村
１
０
０
キ
ロ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
８

月
４
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
と
は
名
称
が
変
わ
り
、
コ
ー
ス
内
容
も
よ
り
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

な
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
屈
指
の
山
岳
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と

言
わ
れ
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
㎞
ク
ラ
ス
」、
家
族
や
仲
間
同
士
で

楽
し
め
る
「
わ
い
わ
い
40
㎞
コ
ー
ス
」、
イ
ベ
ン
ト
前
日
に
の
ん
び

り
秋
山
郷
で
宿
泊
し
、
秋
山
郷
を
出
発
す
る
「
温
泉
ゆ
っ
た
り
宿
泊

50
㎞
コ
ー
ス
」
の
３
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
山
形
か
ら
沖
縄
ま
で
３
３
４
名
の
申
込
み
が
あ
り
、
栄

村
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
村
民
や
企
業
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
３
０
９
名
の
方
が
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
リ
タ
イ
ヤ

38
名
、
完
走
者
２
７
１
名
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

今
年
は
、
酷
暑
で
雨
も
降
ら
な
い
日
が
続
き
、
大
会
当
日
も
大
変

暑
い
中
、
選
手
の
皆
様
が
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
様
に
も
、
選
手
の
応
援
や
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
笹
団
子
、
栃
大
福
、
栄
村

産
行
者
ニ
ン
ニ
ク
入
り
餃
子
、
え
ご
ま
入
り
平
団
子
、
流
し
蕎
麦
等

の
地
場
産
品
を
使
っ
た
エ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
、
昼
食
に
は
、
栄
村
夏
野

菜
カ
レ
ー
を
選
手
に
提
供
し
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ

ん
の
沿
道
で
の
応
援
も
大
好
評
で
し
た
。

　

酷
暑
で
熱
中
症
や
ケ
ガ
も
少
し
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が
完

走
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

快晴の空の下で力いっぱいのスタート

流し蕎麦で一休み

全身で水浴び　「気持ちいい～ !!」



広 報 さ か え（3） 令和元年９月１日

栄村議会議長も参加されました!!

また来年もお越しください!!





広 報 さ か え（5） 令和元年９月１日

５月半ば～７月まで　ポンプ操法訓練・大会

　消防団員はそれぞれの仕事の傍ら、平日夜の週２～３回、２時間ほどみっちりと訓練に励
んできました。講師である栄分署職員の皆さんも連日訓練に参加してくださり、ポンプの扱
い方、安全な放水動作などを懇切丁寧に団員に指導してくださいました。【操法大会の記事
は広報７・８月号に掲載しております。】

▲第一分団 水内部の選手たち ▲夜間のポンプ操法訓練風景

10月14日㈪：北信消防協会教育研修大会　　10月27日㈰　　：栄村総合防災訓練
11月10日㈰：秋の火災予防パレード　　　　12月28日～30日：歳末火災予防警戒

本年度も栄村消防団は、村民の安全と安心を守るために様々な活動・訓練を行っています。

５月12日㈰　栄村消防団規律訓練

　「気を付け」、「休め」といった基本的
な動作から部隊行動まで訓練し、消防団
員としての厳正な規律を身につけました。

毎月10日　消防の日

　毎月10日は消防団がサイレンを警鐘し
ながら村内を巡回し、村民の皆さんに対
して防火・防災意識の普及啓発を行って
います。また、これに合わせて無線通信
訓練も行っています。

４月13日㈯　春の火災予防パレード

　消防団が村内全域を積載車で巡回しなが
ら、火災予防の呼びかけを行いました。

今後の
消防団活動

令和元年度の幹部体制
役　職 氏　名 備　考（役割、所管する部）
団 長 油科　　浩 栄村消防団の統括
副 団 長 滝澤　史郎 団長職務の補佐
本 部 長 大庭　和彦 本部の統括
第一分団長 油科　幸史 水内部・豊栄部
第二分団長 大庭　俊広 百合居部・大巻部・中央部
第三分団長 斎藤　信一 志久見部・長瀬部・北野部・秋山部
ラ ッ パ 長 大庭　政彦 ラッパ班の統括
救 護 長 桑原　隆幸 救護班の統括

団員募集!!
　村内在住若しくは村内
事業所等に勤務している
18歳以上の方が団員にな
れます。
　女性も大歓迎です！
問：総務課情報防災係
　　☎87-3112

栄村消防団活動報告　～令和元年度上半期～
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総務課 税務係　☎0269-87-3111

家屋の新築（増築）・取り壊し等は
役場に連絡をしてください!!

　次のようなときは、総務課 税務係に届出（連絡）をしてください。
　※「家屋」には、住宅だけでなく、倉庫・車庫・物置・店舗・工場・事務所なども含みます。

　新築（増築）したとき

　家屋を新築（増築）したときは、税務係までご連絡ください。日程調整のうえ、家屋調査に
伺います。
　この調査は固定資産税の基となる評価額を算出するためのものです。家屋に使用されている
建築資材や仕上げなどを部屋ごとに調査します。なお、調査の参考にさせていただきますので、
建築図面一式（平面図・立面図等）をご用意ください。
　入居する前に家屋調査を希望される方は、完成後早めにご連絡ください。

　取り壊したとき

　家屋を取り壊したときは、早めに「家屋滅失届」を税務係へ提出してください。年内に届け
出がないと、翌年度以降も課税されてしまうことがあります。なお、登記してある建物は、法
務局で滅失登記の手続きが必要です。

※家屋に対する固定資産税は、毎年１月１日現在に存在するものに課税されます。
※取り壊した建物の用途や取り壊し状況により、土地における住宅用地の特例措置が受けられ

なくなる場合があります。

　未登記家屋を所有権移転したとき

　法務局の建物登記簿に登記されていない家屋（未登記家屋）の所有
者が変更（売買、相続等）されたときは、税務係へ「未登記家屋所有
者変更届」を提出してください。年内に届け出がないと、翌年度以降
も前の所有者に課税されてしまいます。

「家屋滅失届」、「未登記家屋所有者変更届」の様式は、税務係へお問い合わせいただ
ければお届けします。村のホームページからもダウンロードできますので、ご利用く
ださい。
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国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
村
国
保
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
９
月
30
日
ま

で
で
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
世
帯
全
員

分
を
世
帯
主
あ
て
に
９
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容

等
に
誤
り
が
な
い
か
必
ず
ご
確
認
願
い

ま
す
。同
封
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

国
民
健
康
保
険
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
被
保
険
証
の
色
は
、「
藤
色
」

で
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険

者
証
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
情

報
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
、
は
さ
み
等
で

細
か
く
裁
断
し
て
、
各
自
で
処
分
願
い

ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

こ
れ
は
、
令
和
２
年
８
月
１
日
か
ら
、

70
歳
以
上
の
被
保
険
者
対
象
の
高
齢
受

給
者
証
と
被
保
険
者
証
が
一
枚
（
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
）
と
な
る
た

め
で
す
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
被
保
険

者
証
の
有
効
期
間
は
10
カ
月
間
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
と
共
に
資

料
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

♦
新
し
い
被
保
険
者
証
を

お
届
け
し
ま
す

♦
有
効
期
限
は

令
和
２
年
７
月
31
日
で
す

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り

整
備
し
ま
し
た

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
今
年
度
坪

野
地
区
で
刈
払
機
、
運
搬
機
、
自
走
式

キ
ャ
リ
ー
動
噴
な
ど
の
地
区
作
業
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

と
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２
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「
認
知
症
高
齢
者
支
援
と

認
知
症
予
防
を
考
え
る

集
い
」
を
開
催
し
ま
す

栄
小
学
校
４
年
生
が
社
会

科
見
学
を
行
い
ま
し
た

長
野
県
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集
の
お
知
ら
せ

保
育
園
運
動
会
開
催
に

つ
い
て

秋の全国交通安全運動が実施されます
期間：令和元年９月２１日㈯～令和元年９月３０日㈪

【全国の運動重点】　○子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　　　　　　　　　　○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　　　　　　　　　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　　　　　　　　　　○飲酒運転の根絶

【長野県の運動重点】　通学路・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底

広く県民に交通安全意識の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を図る。目 的

◇
日　

時

　

令
和
元
年
10
月
18
日
㈮

　

13
時
30
分
～
16
時
40
分

◇
場　

所

　

長
野
県
飯
山
庁
舎
３
階
大
会
議
室

　
（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
─

1
）

◇
内　

容

・
人
形
劇

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー　

人
形
劇
集

　

団
「
太
郎
一
座
」
が
や
っ
て
く
る
！
」

・
講　

演

　
「
脳
を
活
性
化
さ
せ
て
認
知
症
予
防

　

を
！
～
実
践
！
楽
脳
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

代
表　

三
浦 

弘
氏

◇
主　

催　

長
野
県

◇
申
込
先

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

３
６
０
４

　

先
着
１
０
０
名
と
な
り
ま
す
。

　

７
月
10
日
に
栄
小
学
校
４
年
生
に
社

会
科
見
学
で
横
倉
の
水
道
施
設
の
見
学

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
か
ら
水
源
に
移
動
し
水
道
管

の
通
っ
て
い
る
道
を
歩
き
な
が
ら
配
水

池
ま
で
行
き
、
学
校
の
蛇
口
ま
で
自
分

た
ち
が
使
っ
て
い
る
水
は
ど
の
よ
う
に

し
て
届
け
ら
れ
る
か
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
４
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
９
月
末
ま
で

役
場
窓
口
に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
の

で
、来
庁
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
技
術
専
門
校
２
０
２
０
年
度

訓
練
生
募
集
の
受
付
が
10
月
１
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
産
業
労

働
部
人
材
育
成
課
（
☎
０
２
６
─

２
３

５
─

７
１
９
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
長
野
県
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
も
左
記
の
日
程
で
、
北
信
保

育
園
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

敬
老
席
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

最
後
ま
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
帽
子
や
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

の
暑
さ
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
日　

時

　

令
和
元
年
９
月
21
日
㈯
８
時
半
か
ら

◇
場　

所

　

栄
小
学
校
校
庭

　
（
雨
天
の
場
合
：
栄
小
学
校
体
育
館
）
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9月10日～ 9月16日は自殺予防週間です。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

今
年
の
夏
は
初
め
は
雨
ば
か
り
で
寒

く
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
お

盆
前
ま
で
は
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
暑
く

な
り
ま
し
た
ね
。
だ
ん
だ
ん
と
こ
の
地
域

の
気
候
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
て
、
秋
山
郷
に
布
岩
と
呼
ば
れ
る
岩

山
が
あ
る
の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い

ま
す
。
布
岩
に
は
そ
の
風
光
明
媚
な
岩
肌

だ
け
で
な
く
、
も
う
一
つ
特
徴
が
あ
る
の

は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
「
風
穴
」
で
す
。
布
岩
の
真
下

に
あ
る
道
路
に
行
っ
た
時
、
な
ん
だ
か
肌

寒
い
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
布
岩
の
下
の
ガ
レ
場

か
ら
涼
し
い
風
が
吹
き
出
て
き
て
い
る
の

で
す
。
真
夏
で
も
半
袖
で
は
寒
い
く
ら
い

で
す
。

　

先
日
、
と
て
も
暑
い
休
暇
の
日
に
友
人

を
布
岩
と
風
穴
に
連
れ
て
い
く
と
「
こ
ん

な
と
こ
ろ
初
め
て
来
た
！
な
ん
で
？
な
ん

で
涼
し
い
の
？
不
思
議
！
絶
対
こ
こ
に
し

か
住
ん
で
な
い
生
き
物
と
か
い
る
よ
！
」

と
、
大
喜
び
で
し
た
。

　

布
岩
の
風
穴
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
調

査
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
詳
し
い
原
理
は

不
明
で
す
が
、
風
穴
は
、
地
下
水
に
よ
る

も
の
か
、
冬
の
間
に
降
っ
た
雪
な
ど
が
、

瓦
礫
の
間
に
た
ま
り
、
そ
れ
が
空
気
を
冷

や
し
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
風
穴
の
周
り
で

は
、
氷
河
期
時
代
の
植
物
が
残
っ
て
い
た

り
と
、特
別
な
植
生
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
風
穴
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
宝
物
で

す
ね
。

　

布
岩
の
風
穴
は
場
所
も
わ
か
り
や
す

く
、
道
路
際
で
少
し
し
ゃ
が
む
だ
け
で
そ

の
寒
さ
も
気
軽
に
味
わ
え
る
の
で
お
勧
め

で
す
。

　

９
月
に
猛
暑
が
来
る
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
暑
い
日
に
立
ち
寄
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
文
責　

越
智
）

�

『
ガ
イ
ド
研
修
』
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

９
月
11
日
㈬　

15
時
～

　

９
月
12
日
㈭　

12
時

　

新
潟
圏
域
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
交
流
会
で

佐
渡
や
糸
魚
川
の
ガ
イ
ド
と
交
流
し
な
が

ら
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
石
落
と
し
や
小
滝
を
め
ぐ
り
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
研
修
と
い
う
名
前
で
す
が
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
必
須
で
す
。

【
持
ち
物
】

　

帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も

大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

よ りだ健保

　毎年９月10日から16日は、自殺予防週間となっています。また、栄村でも2019年３月に自殺予防対策計画が策
定され、「誰も自殺に追い込まれることのない栄村」を目標に掲げ取り組みを進めています。
　自殺の原因として、自身の健康や家庭・経済の問題がその多くを占めていることが分かっています。皆さんは
不安や悩みをひとりで抱え込んでいませんか？ひとりで悩まず、まずは誰かに相談してください。
　栄村では、精神科医を相談医として迎え、『心とからだの健康相談会』を年３回開催しています。また、保健
師による健康相談も随時行っていますので、お気軽にご相談ください。
　なお各種相談についての村内情報は「栄村　くらしのサービスガイド」にも掲載されていますのでご覧ください。

●期　日　令和元年９月28日㈯
●時　間　午後５時～午後９時
●場　所　秋山郷上野原地区「天池」
　2,000個以上のキャンドルをビュースポット天池の周辺や水面に浮かべ、幻想的な灯りを楽しむイベント
です。秋山郷の夢の灯が天池に反射する幻想的な世界をお楽しみください！

『夢灯』の開催について
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１　開催日時　　　令和元年11月10日㈰
　　　　　　　　　９時00分から12時00分まで

２　開催場所　　　岳北消防本部　飯山消防署　講堂

３　講習内容　　　応急手当の重要性
　　　　　　　　　ＡＥＤを含めた心肺蘇生法（成人）
　　　　　　　　　止血法、異物除去法など

４　募集定員　　　30名
　　　　　　　　　（定員になり次第締め切らせていただきます。）

５　受 講 料　　　無　料

６　修 了 証　　　講習修了者には【普通救命講習修了証】を交付します。

７　申 込 先　　　岳北消防本部　飯山消防署、野沢分署、栄分署

８　申込期間　　　令和元年９月２日㈪から令和元年11月１日㈮まで

９　そ の 他　　　当日は実技のできる服装でお願いします。
　　　　　　　　　筆記用具及び飲み物等は各自で用意してください。

　もし、あなたの大切な家族や友人が突然倒れたとき、あなたなら何ができますか？
　私たちは、いつ、どこで突然のケガや病気におそわれるかわかりません。そんなとき、バイス
タンダー（近くに居合わせた人）が、適切な応急手当を実施することで、救命率の向上を図るこ
とができます。
　岳北消防本部では、地域の皆さんにより多くの応急手当の知識と技術を身につけていただくた
め ｢普通救命講習会｣ を開催します。

お問い合わせ

飯山消防署　☎（０２６９）６２－０１１９
野 沢 分 署　☎（０２６９）８５－４１１９
栄　分　署　☎（０２６９）８７－１１１９

普通救命講習会　受講案内
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.50

　

紫
黒
米
の
ポ
ン
菓
子
を
販
売
し
て
約
３
カ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
作
っ
た
時
に
は
、
甘
さ
に
つ
い
て
指

摘
が
あ
り
、
製
造
元
に
い
く
つ
か
甘
さ
な
ど
を

変
え
た
試
作
を
作
っ
て
も
ら
い
、
検
討
を
し
て

今
の
商
品
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
あ
っ
た
指
摘

は
、「
甘
す
ぎ
る
」
と
い
う
も
の
。
そ
の
た
め
、

飴
の
量
を
減
ら
し
、
固
ま
る
か
固
ま
ら
な
い
か

の
ギ
リ
ギ
リ
の
量
で
商
品
を
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
飴
の
量
を
減
ら
す

こ
と
は
、
崩
れ
や
す
さ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

現
在
、
味
は
良
く
て
も
、「
崩
れ
や
す
く
て
食

べ
に
く
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
材
料
の
く
る
み
や
紫
黒
米
は
欲
し

い
時
に
、
す
ぐ
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

材
料
を
確
保
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、「
ま
ず

は
ど
れ
だ
け
売
れ
る
の
か
」
と
い
う
予
測
が
で

き
な
い
と
、
材
料
を
ど
の
く
ら
い
確
保
し
た
ら

い
い
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

売
っ
て
み
な
い
こ
と
に
は
、
ど
の
く
ら
い
売
れ

る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
一
度
、
大
き
な
流
通
に
の
せ
よ
う
と

思
い
立
っ
て
、
お
店
に
商
品
を
持
っ
て
突
撃
売

り
込
み
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
店
の

人
か
ら
、「
最
低
注
文
数
は
ど
の
く
ら
い
か
」「
在

庫
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
納

品
し
て
も
ら
え
る
の
か
」「
す
ぐ
に
欲
し
い
と

い
う
と
き
に
は
、
持
参
し
て
も
ら
え
る
の
か
」

「
販
売
手
数
料
は
も
っ
と
も
ら
え
な
い
の
か
」

な
ど
な
ど
聞
か
れ
、
送
料
な
ど
考
え
る
と
、
遠

く
の
店
に
置
く
の
は
赤
字
に
な
る
し
、
ク
ル
ミ

も
１
年
中
確
保
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
質

問
さ
れ
て
い
る
途
中
に
、
だ
ん
だ
ん
冷
や
汗
を

か
き
始
め
、
辞
退
し
ま
し
た
。
大
き
な
流
通
に

の
せ
る
に
は
、
原
材
料
を
し
っ
か
り
確
保
し
、

製
造
や
発
送
の
体
制
を
整
え
、
送
料
を
含
め
て

利
益
が
出
る
よ
う
な
価
格
設
定
を
し
、
あ
る
程

度
、
数
を
売
ら
な
け
れ
ば
赤
字
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
深
く
考
え
ず
、
大
き
な
流
通
に

突
撃
営
業
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
恥
ず
か
し

く
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
逆
に
、
地

域
で
商
品
を
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
が
と

て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、商
品
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

中
身
の
材
料
が
高
級
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
が
手
作
り
で
安
く
見
え
る
、
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
高
級
感

を
出
す
と
な
る
と
、
外
注
す
る
の
が
一
番
良
い

の
で
す
が
、
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
外

注
を
す
る
と
な
る
と
、
最
低
こ
れ
だ
け
発
注
し

て
ね
、
と
い
う
枚
数
が
あ
る
た
め
、
そ
の
分
売

り
切
れ
る
か
ど
う
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

消
費
期
限
が
切
れ
た
在
庫
を
回
収
し
て
い
る

時
に
「
そ
れ
は
何
で
す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
ま

し
た
。
商
品
の
説
明
を
す
る
と
、「
そ
れ
、
欲

し
い
で
す
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん

が
い
ま
し
た
。
在
庫
を
見
て
残
念
だ
な
と
思
っ

て
い
た
時
で
し
た
。
欲
し
い
人
は
確
実
に
い
る

の
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
人
に
き

ち
ん
と
商
品
の
存
在
や
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
改
善
・
工
夫
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
き

た
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
音
枝
里
子
）

　

青
倉
（
屋
号
さ
か
や
）
出
身
の
米
持

稲
実
氏
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
文
書

２
９
９
点
の
目
録
が
完
成
し
ま
し
た
。

歴
史
編
執
筆
者
の
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

去
る
７
月
16
日
、
民
俗
部
会
を
開
催

し
、
執
筆
分
担
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
夏
、
平
滝
と
横
倉
の
祭
礼
を

取
材
し
ま
し
た
。

　

大
久
保
の
小
坂
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
石
器
65
点
を
國
學
院
大
學
博
物
館
か

ら
借
用
し
、
８
月
５
日
㈪
か
ら
編
纂
室

で
「
里
が
え
り
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

８
月
30
日
ま
で
の
19
日
間
で
70
名
が
来

室
さ
れ
、
栄
村
の
古
代
ロ
マ
ン
に
思
い

を
は
せ
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
㈯
「
と
ね
ん
ぼ
」
で
秋
山

郷
常
民
塾
２
０
１
９
夏
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
で
歴
史
講
座
と
し
て
編
纂
室
の

望
月
静
雄
専
門
員
が
「
山
暮
ら
し
の
考

古
～
秋
山
郷
の
遺
跡
と
遺
物
」
と
題
し

て
講
義
を
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８ 

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

米
持
稲
実
家
文
書
目
録
完
成

民
俗
部
会
が
祭
礼
取
材

小
坂
遺
跡
出
土
石
器
里
が
え
り
展

秋
山
郷
常
民
塾
で
歴
史
講
座

８月５日　「里がえり展」内覧会

８月10日　秋山郷常民塾
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　津南ひまわり広場のオープンとともに若手演歌歌手
の中澤卓也さんの津南町ふるさと大使任命式が行われ
ました。
　任命式に先がけて、谷の展望台や見玉公園を訪れて
いただき、津南町の自然を感じていただきました。
　任命式では、町長から委嘱状、議長からたすきを受
け取り、ミニライブでは、素晴らしい歌声を披露して
いただきました。
　中澤さんからは、「津南のパワーを発信していく」
と意気込みをもらいました。

　高社山の山
麗 に 広 が る

「やまびこの
丘公園」は、
英国風ガーデ
ンを中心に約
一千種、３万
株の花を集め
たフラワーガーデン。ダリア園では、８月上旬から
２６０種３万本のダリアが咲き誇ります。園内は花壇の
間を縫うように散策路が整備されており、ゆっくりと
散策をお楽しみいただけます。色彩鮮やかなダリアを
ひと目見にぜひお越しください。

■入園料：大人（中学生以上）200円　小学生100円
　　　　　幼児無料
■場　所：やまびこの丘公園
　　　　　木島平村大字上木島3878番地80
■問合先：やまびこの丘公園　☎0269-82-4664

　８月31日、野沢温泉村虫生地区の国道117号線沿い
に「道の駅 野沢温泉」がオープンしました。
　レストランでは野沢菜を使ったメニューが皆様をお
待ちしています。このほか、パン工房や農林産物直売
所などもありますので、ぜひお立ち寄りください。

営 業 時 間：午前９時～午後５時（水曜日定休）
問い合わせ：道の駅 野沢温泉　☎0269-67-0767

木島平村やまびこの丘公園へ
３万本のダリアを見に行こう！

道の駅 野沢温泉 オープン

　「寄せ植え」や「ハンギング」など、飯山市愛宕町
の雁木通りを中心に華やかに演出します。当日は、さ
まざまな花のブース展示とあわせ、講習会や出店、ナ
イトガーデンなどが開催されます。ご家族やお友達な
どお誘いあわせのうえお出かけください。詳しくはお
問い合わせください。
日　時：10月５日㈯　10時～　10月６日㈰　15時まで
場　所：愛宕町　雁木通り（開催期間中、歩行者天国）
問合せ：飯山市花フェスタ実行委員会
　　　　（市役所まちづくり課内）☎62-3111

津南のパワーを全国に広める！ 第19回いいやま花フェスタ～寺町花街道～

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

津南の特産品の
スイートコーン
を片手に歌って
いただきました
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７月火災・救助・救急出動件数

最高気温 34.5℃ ７月26日㈮

最低気温 16.9℃ ７月７日㈰

平均気温 23.9℃ 総 雨 量 180.5㎜

栄村の気象（７月）

世帯数 811世帯 前月比－2
人　口 1,809人 －1
男 869人 －1
女 940人 0

出生 1
死亡 1
転入 3
転出 4

世帯と人口（８月１日現在） ７月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 109 飯山日赤� 8

津南病院� 1
そ の 他� 2
不 搬 送� 0
合　　計� 11
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 17

野沢温泉村 0 0 18

栄 村 0 1 11

管 轄 外 等 0 0 4

つけた火は　責任持ちます　わたしの火

９月の納税等
○国民健康保険税　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料　○温泉使用料
○温泉休憩所使用料　　　○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　本号では、今年成人を迎えた成人者の皆さん
が掲載されています。私自身も約４年前に成人
を迎えましたが、４年というのはあっという間
ですね。
　何年たっても仲間たちとバカ笑いできる関係
でいたいですね！
　成人になられた皆様、おめでとうございま
す！

生活カレンダー９月
10
日
㈫　

保
育
園
開
放
日

13
日
㈮　

祖
父
母
参
観
日
【
保
育
園
】

21
日
㈯　

運
動
会【
保
育
園　

午
前
8
時
半
か
ら
】

24
日
㈫　

保
育
園
開
放
日

27
日
㈮
・
28
日
㈯　

桐
の
葉
祭
【
栄
中
学
校
】

28
日
㈯　

夢
灯【
天
池（
上
野
原
）午
後
5
時
か
ら
】

８
日
㈰　

健
康
づ
く
り
講
演
会

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

午
後
１
時
】

９
日
㈪　

幼
児
健
診【
集
団
健
診
室　

午
後
１
時
】

11
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
ひ
な
た
ぼ
っ
こ　

午
前
９
時
】

20
日
㈮　

遊
び
の
教
室
【
保
育
園　

午
前
10
時
】

24
日
㈫　

離
乳
食
教
室【

集
団
健
診
室　

午
前
10
時
】

25
日
㈬　

心
理
相
談
【
役
場
第
２
会
議
室
】

10
月

２
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
集
団
健
診
室　

午
前
９
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　９月30日㈪です
口座振替日
　農協・郵便局　　　９月24日㈫
　八十二銀行・県信　９月25日㈬

佑
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栄区「劇団ぽかぽか」公演に
舞台参加しました 公

民
館
報

第330号
令和元年９月１日発行

■ 発行
栄村公民館
〒389-2703
長野県下水内郡栄村
大字堺9214-1

■ 電話
0269-87-2100

■ 編集
栄村公民館報編集委員会

は
と
て
も
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
約
１
８
０
０
名
の
観
客
動
員

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
劇
団
と
は
言
え
、

各
分
野
の
プ
ロ
の
指
導
者
が
お
り
、

演
技
や
演
出
構
成
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
驚
き
と
、
多
く
の
観
客
が
感
動
し

て
い
た
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
を
機
に
、
芸
術
文
化
を

通
じ
て
栄
区
と
の
交
流
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
今
後
益
々
両
自
治
体
及
び

住
民
を
主
体
と
す
る
相
互
交
流
や
協

力
関
係
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

成
果
を
披
露
す
る
大
切
な
舞
台
に
、

私
た
ち
の
セ
リ
フ
は
少
な
い
も
の
の

事
前
に
送
ら
れ
て
き
た
台
本
を
確
認

し
、
本
公
演
前
日
の
舞
台
練
習
合
わ

せ
に
皆
さ
ん
と
初
共
演
で
す
。
こ
の

公
演
に
は
、
役
者
、
舞
台
関
係
者
他

約
１
０
０
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
歌

や
踊
り
音
楽
で
観
客
を
魅
了
す
る
な

か
、
私
た
ち
は
兵
士
役
で
本
舞
台
に

立
た
せ
て
い
た
だ
き
、
未
熟
な
演
技

に
も
係
ら
ず
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
、

観
客
の
皆
様
か
ら
暖
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
交

流
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
２
日

間
に
４
公
演（
１
公
演
１
時
間
30
分
）

と
い
う
役
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て

わ
た
る
」
公
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
公
演
の
物
語
は
栄
村
の

自
然
を
舞
台
に
作
ら
れ
た
演
劇
で
、

み
ち
ば
た
芸
文
協
の
桐
の
葉
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
も
唄
・
コ
ー
ラ
ス
で
一

緒
に
参
加
し
、
多
く
の
栄
村
民
の
皆

さ
ん
か
ら
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
特

に
子
供
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
年
１
回
行

わ
れ
る
栄
区
で
の
本
公
演
に
、
客
演

と
し
て
舞
台
参
加
の
お
誘
い
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

劇
団
の
皆
さ
ん
は
約
半
年
に
渡
り

厳
し
い
稽
古
や
練
習
を
積
み
、
そ
の

　

６
月
28
日
・
29
日
に
横
浜
市
栄
区

公
会
堂
で
劇
団
ぽ
か
ぽ
か
「
裸
の
王

様
」
公
演
が
あ
り
、
み
ち
ば
た
芸
文

協
の
相
沢
会
長
と
事
務
局
の
小
林
が

舞
台
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
年
交
流
の
あ
る
神
奈
川
県
横
浜

市
栄
区
（
人
口
12
万
人
）
と
栄
村
は

２
０
１
３
年
11
月
に
友
好
交
流
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　

栄
区
で
活
動
す
る
「
劇
団
ぽ
か
ぽ

か
」
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
参
加

し
て
い
る
異
世
代
交
流
を
意
識
し
な

が
ら
地
域
で
活
動
し
て
い
る
劇
団

で
、
台
本
・
演
出
・
音
楽
・
衣
裳
等

全
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
作
り
に
よ
る

結
成
23
年
目
の
本
格
的
な
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
劇
団
で
す
。
客
席
を
巻
き
込
ん

だ
芝
居
創
り
を
得
意
と
し
、
地
域
に

根
差
し
た
劇
団
と
し
て
、
家
族
と
つ

な
が
る
、
ま
ち
と
つ
な
が
る
、
人
と

人
が
つ
な
が
る
劇
団
で
す
。
栄
区
の

本
公
演
で
は
毎
年
１
８
０
０
名
余
り

の
観
客
を
動
員
し
成
功
を
収
め
て
い

ま
す
。
栄
村
に
も
劇
団
を
通
じ
て
交

流
し
た
い
と
の
強
い
思
い
か
ら
、
平

成
27
年
８
月
に
キ
ャ
ス
ト
、
ス
タ
ッ

フ
約
60
名
が
栄
区
か
ら
自
費
に
よ

り
、
栄
村
か
た
く
り
ホ
ー
ル
で
「
風

みちばた芸文協　小 林 史 好

　栄村と神奈川県横浜市栄区が友好交流協定を結んでいることは、皆さん
もよくご存知かと思います。今回、栄村の文化・芸術グループが参加して
いる「栄村芸術文化団体連絡協議会（愛称：みちばた芸文協）」から、そ
の交流の様子を寄稿していただきました。

舞台稽古の様子

右から　星崎栄区長、相澤、
劇団ぽかぽか 小暮代表、小林

公演後役者さんと
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こ
ら
っ
せ
通
信

　

今
回
は「
楽
し
も
う　

栄
村
暮
ら
し
」

と
題
し
て
、
身
近
な
自
然
に
感
謝
し
虫

よ
け
ス
プ
レ
ー
づ
く
り
を
7
月
28
日
㈰

こ
ら
っ
せ
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
の
世
の
中
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な

り
、
一
晩
中
開
い
て
い
る
お
店
、
ト
イ

レ
の
前
に
立
つ
と
開
く
フ
タ
、
手
を
か

ざ
す
と
水
が
出
て
人
間
は
何
も
し
な
く

て
も
お
金
を
出
せ
ば
煩
わ
し
い
こ
と
は

し
な
く
て
済
む
の
が
当
た
り
前
の
世
の

中
に
な
り
ま
し
た
。
都
会
で
は
、
ヒ
ト

が
ど
ん
ど
ん
自
然
か
ら
離
れ
た
生
き
物

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。
し
か
し
、

ヒ
ト
も
含
め
て
生
き
物
は
、
自
然
か
ら

離
れ
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
日
常
を
少
し
で
も
自
然
に
目
を
向

け
、
敬
い
感
謝
す
る
気
持
ち
を
持
ち
た

い
も
の
で
す
。
日
頃
厄
介
に
感
じ
る
草

も
活
か
せ
ば
資
源
。
こ
の
世
に
無
駄
な

も
の
な
ど
存
在
し
ま
せ
ん
。
手
づ
く
り

の
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
は
、
市
販
品
に
比

べ
効
果
が
長
続
き
し
ま
せ
ん
が
、
清
涼

感
の
あ
る
癒
し
の
香
り
を
楽
し
み
な
が

ら
使
う
と
気
持
ち
も
豊
か
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
特
別
に
虫
刺
さ
れ
の
チ

ン
キ
も
作
り
、
自
然
の
恵
み
で
手
作
り

す
る
充
実
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◦
公
民
館
講
座

◦
ひ
ん
ご
遺
跡
展
開
催
中
‼

　

平
成
26
年
か
ら
28
年
、
３
年
を
か
け

て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
平
滝
の
ひ
ん

ご
遺
跡
の
遺
物
が
修
復
を
終
え
て
栄
村

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ひ
ん
ご
遺
跡
で
は
、
１
万
年
か
ら

３
千
年
ほ
ど
前
の
土
器
や
石
器
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
側
の
特
徴
を

持
っ
た
も
の
、
長
野
県
の
特
徴
を
持
っ

た
も
の
、
両
方
が
出
土
し
、
昔
か
ら
栄

村
が
文
化
の
境
界
に
位
置
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
軽け

い

白は
く

胎た
い

土ど

」
と
呼
ば
れ
る
白
く
軽
い
土
で
で

き
た
ひ
ん
ご
遺
跡
独
特
の
土
器
も
出
土

し
て
い
ま
す
。

　

ひ
ん
ご
遺
跡
で
は
、
住
居
の
跡
が
36

軒
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
狩
り
や
採
集

の
道
具
で
あ
る
石
器
や
、
鮭
の
骨
な
ど

も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
か
す
る

と
ひ
ん
ご
遺
跡
は
当
時
、
獣
肉
や
木
の

実
、
魚
な
ど
、
豊
富
な
食
料
に
よ
り
豊

か
な
暮
ら
し
を
す
る
と
と
も
に
、
様
々

な
土
地
の
人
と
交
流
す
る
都
の
よ
う
な

地
域
の
中
心
地
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

現
在
、
こ
ら
っ
せ
で
は
そ
の
代
表
的

な
土
器
や
石
器
類
を
10
月
中
旬
頃
ま
で

展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
館
し
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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こ
ら
っ
せ
来
館
者
数

・
来
館
者
（
令
和
元
年
６
月
～

　

７
月
末
）
…
…
…
２
４
９
名

・
オ
ー
プ
ン（
平
成
28
年
８
月
）

　

か
ら
の
累
計

 

…
…
…
…
…
６
，９
７
６
名

◦
栄
村
子
ど
も
ま
つ
り

◦
自
然
学
校
キ
ャ
ン
プ

　

８
月
17
日
㈯
天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、

北
野
の
自
然
植
物
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
村
の
青
年
会
の
皆
さ
ん
が
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
知
恵
を
絞
り
、

力
を
出
し
合
っ
て
作
り
上
げ
る
手
作
り

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
、
北
野
天
満

温
泉
の
ご
協
力
も
あ
り
広
い
植
物
園
を

活
か
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
陸
遊

び
、
川
遊
び
な
ど
楽
し
い
遊
び
が
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
村
内
外
か
ら
大
勢
の
家

族
連
れ
に
来
場
い
た
だ
き
、
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
、
青
年
会
の
皆
さ
ん
の
心
意

気
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

栄
村
青
少
年
育
成
協
議
会
主
催
の
、

自
然
学
校
キ
ャ
ン
プ
を
、
栄
小
学
校
秋

山
分
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
同
分
校
で

の
キ
ャ
ン
プ
は
初
め
て
で
、
児
童
の
減

少
で
来
年
度
の
休
校
が
濃
厚
に
な
る
た

め
、
自
然
学
校
の
子
ど
も
た
ち
で
、
校

舎
中
を
に
ぎ
や
か
し
て
き
ま
し
た
。
校

庭
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
。
夜
の
教
室
で
の
肝
試
し
。
学

校
の
す
ぐ
下
の
清
流
中
津
川
の
川
遊
び

な
ど
目
い
っ
ぱ
い
秋
山
分
校
を
堪
能
し

ま
し
た
。
改
め
て
秋
山
の
自
然
の
良
さ

を
思
い
知
り
ま
し
た
。

頑張る青年会と陸遊びエリア

ドキドキ　夜のお楽しみ

　水遊び最高!!

初めての学校キャンプ…
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育
て
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
加
え
て
植

物
を
育
て
る
に
は
適
切
で
な
い
と
こ
ろ

で
の
土
地
改
良
な
ど
、
着
々
と
整
備
が

進
ん
で
い
る
。
上
記
関
係
の
各
位
に
深

く
感
謝
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

大
勢
の
観
光
客
を
迎
え
る
、
世
界
の
ホ

ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
「
栄
村
／
石
澤

／
自
然
植
物
園
」
を
目
指
し
、
命
あ
る

限
り
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

れ
て
い
る
石
澤
先
生
が
、
世
の
た
め
に

残
し
て
く
だ
さ
っ
た
莫
大
な
財
産
、
そ

し
て
二
度
と
で
き
な
い
偉
大
な
業
績

は
、
こ
の
地
球
上
で
末
永
く
役
立
た
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
澤
先
生
は

日
本
の
誇
り
、
世
界
の
誇
り
で
あ
る
。

「
栄
村
自
然
植
物
園
」
は
、
村
長
･
村

議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
教
育
長

･
事
務
局
長
･
公
民
館
長
及
び
教
育
委

員
会
関
係
者
の
ご
理
解
を
得
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
植
物
園
内
に
は
、
植
栽
し

た
植
物
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
な
厄
介
な

草
刈
り
を
地
元
の
藤
木
英
彦
氏
･
藤
木

幸
治
氏
･
故
藤
木
光
雄
氏
･
桑
原
長
一

郎
氏
･
斎
藤
英
人
氏
が
行
っ
て
く
れ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
方
々
の
ご
尽

力
、
村
民
･
村
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
草
取
り
･
移
植
な
ど
の
協
力

に
よ
り
、
栄
村
の
野
生
植
物
を
確
実
に

　

先
生
が
60
年
に
わ
た
っ
て
数
百
編
に

も
お
よ
ぶ
植
物
調
査
に
関
連
す
る
論
文

や
報
告
書
な
ど
を
世
に
出
さ
れ
て
い
る

原
点
に
は
故
郷
の
栄
村
が
あ
っ
た
こ
そ

で
あ
る
。
危
険
で
過
酷
な
植
物
の
現
地

調
査
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
論
文
や
分
布

図
な
ど
が
全
て
先
生
の
血
と
汗
の
結
晶

で
あ
り
、
と
り
わ
け
謎
だ
ら
け
で
あ
っ

た
ユ
キ
ツ
バ
キ
の
調
査
・
研
究
の
集
大

成
は
世
界
に
唯
一
の
大
き
な
貢
献
で
あ

る
。

　

秘
境
の
栄
村
は
偉
大
な
石
澤
進
先
生

を
育
て
た
。
石
澤
先
生
は
年
中
無
休
で

植
物
の
調
査
や
研
究
に
身
を
尽
く
さ

れ
、
次
世
代
の
子
供
達
に
（
新
潟
県
を

中
心
と
し
た
栄
村
も
含
む
）
46
万
点
以

上
の
植
物
標
本
と
い
う
、
最
高
の
宝
を

残
し
て
下
さ
っ
た
。「
日
本
の
宝
、
世

界
の
宝
、
第
二
の
牧
野
先
生
」
と
い
わ

（
前
回
か
ら
続
く
）

　

郷
土
愛
に
燃
え
る
先
生
は
、
栄
村
全

域
を
隅
か
ら
隅
ま
で
ま
ん
べ
ん
な
く
調

査
さ
れ
た
。
山
紫
水
明
な
栄
村
が
子
々

孫
々
へ
永
遠
に
輝
く
た
め
「
栄
村
の
財

産
で
あ
る
植
物
を
活
か
す
し
か
な
い
」

と
、
考
え
ら
れ
た
。
栄
村
の
宝
を
知
る

場
と
し
て
活
用
で
き
る
、
つ
ま
り
、
栄

村
に
自
生
す
る
特
色
の
あ
る
植
物
が
見

ら
れ
る
「
栄
村
自
然
植
物
園
」
を
目
指

す
た
め
、
先
生
は
栄
村
の
自
生
植
物
か

ら
種
を
採
集
し
て
、
育
苗
し
、
そ
し
て

園
内
に
移
植
、
定
着
さ
せ
た
。
ま
た
、

そ
の
成
長
の
管
理
、
開
花
結
実
の
観
察

記
録
な
ど
、
献
身
的
に
作
業
を
続
け
ら

れ
て
い
た
。
病
気
に
な
っ
て
も
休
ま
ず

に
採
種
･
育
苗
･
園
内
移
植
、
湿
地
造

成
な
ど
、
懸
命
に
作
業
を
な
さ
り
、
身

を
削
っ
て
３
０
０
種
以
上
の
栄
村
の
野

生
植
物
を
植
え
ら
れ
た
。

　

病
床
で
最
後
の
最
後
に
整
理
さ
れ
た

植
物
資
料
の
中
に
は
新
潟
県
の
他
、
出

版
予
定
の
「
栄
村
自
然
植
物
園
」
写
真

リ
ス
ト
（
和
名
･
地
方
名
）
も
あ
っ
た
。

「
栄
村
自
然
植
物
園
」
と

故
石
澤
進
先
生
へ
の
思
い

朱し
ゅ　
　

雁が
ん

短
期
連
載

ユ
キ
ツ
バ
キ

シ
ロ
バ
ナ
タ
ニ
ウ
ツ
ギ

ミ
ソ
ハ
ギ

栄
村
で
の
呼
び
名
：
ボ
ン
バ
ナ
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地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

来
て
見
れ
ば
こ
の
夏
も
猛
暑
で
し

た
。
気
が
早
い
と
い
い
ま
す
か
、
も
う

来
年
の
夏
の
心
配
を
す
る
様
子
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し

で
す
か
。

　

前
回
は
四
つ
の
棚
場
の
う
ち
二
つ
は
不

漁
だ
か
ら
鮭
運
上
を
免
除
し
て
ほ
し
い
と

出
願
し
た
こ
と
ま
で
お
話
し
し
ま
し
た
。

年
間
十
三
尺
（
匹
）
の
う
ち
駒
川
と
沢
尻

川
の
計
八
尺
の
免
除
を
求
め
た
出
願
は
ど

う
な
っ
た
か
、
と
い
う
と
、
ど
う
も
認
め

て
も
ら
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
森
村
が

飯
山
藩
領
か
ら
幕
府
領
に
な
っ
て
し
ば
ら

く
た
っ
た
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）、
中

野
代
官
所
か
ら
森
村
に
運
上
物
の
尋
ね
が

来
て
、
森
村
は
青
苧
（
繊
維
を
採
る
草
）・

鮭
・
蝋
に
つ
い
て
箇
条
書
き
で
返
答
し
ま

し
た
。
鮭
に
関
わ
る
と
こ
ろ
は
次
の
様
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

覚

一
、
銀
六
十
七
匁
八
分
壱
厘

�

青
苧
運
上

　
　
　

こ
の
苧
壱
貫
弐
百
目

　

是
は
先
年
御
私
領
の
節
は
把
苧
で
納
め

て
き
ま
し
た
が
、
三
十
七
年
以
前
酉
年

に
幕
府
の
御
領
所
に
な
り
鈴
木
小
右
衛

門
様
と
増
田
太
兵
衛
様
の
預
り
所
と
な

っ
た
節
に
銀
高
で
運
上
を
上
納
す
る
よ

う
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た

一
、
銀
六
十
五
匁�

鮭
運
上

　
　
　

こ
の
鮭
十
三
尺

　

是
は
先
年
御
私
領
の
節
は
魚
で
納
め
て

き
ま
し
た
が
、
右
に
同
じ
く
幕
府
の
御

領
所
に
な
っ
た
節
に
銀
高
で
運
上
す
る

よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た

　
「
三
十
七
年
前
の
酉
年
」
は
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）
に
あ
た
り
ま
す
。
永
井
家

か
ら
青
山
家
へ
の
交
替
（
宝
永
八
年
・

一
七
一
一
）
を
経
て
幕
府
領
に
な
っ
て
も

結
局
の
と
こ
ろ
総
額
十
三
尺
は
変
わ
ら

ず
、
し
か
も
全
額
を
銀
で
賦
課
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
森
村
の

人
々
は
ど
う
受
け
止
め
て
き
た
か
。
時
代

が
下
っ
て
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
三

月
、
善
光
寺
町
の
厚
連
に
千
曲
川
通
船
の

五
ヶ
年
の
試
し
運
行
が
許
可
さ
れ
る
ら
し

い
と
聞
い
た
森
村
名
主
ら
村
役
人
が
、
中

野
役
所
へ
鮭
運
上
の
免
除
を
出
願
し
よ
う

と
し
ま
し
た
。
願
書
の
な
か
で
こ
れ
ま
で

の
い
き
さ
つ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。

　
　

千
曲
川
北
岸
に
住
居
す
る
森
村
は
秋

八
月
か
ら
十
月
上
旬
ま
で
鮭
川
猟
を

し
、
年
貢
金
の
不
足
や
暮
し
の
足
し

に
し
て
き
た
。
最
初
の
御
運
上
の
振

合
（
状
況
）
と
齟
齬
し
、
近
来
は
お

い
お
い
（
千
曲
川
の
）
川
瀬
違
い
や

底
堀
、
山
崩
れ
な
ど
で
御
運
上
不
足

と
な
り
、
運
上
永
は
弁
納
に
な
り
た

い
へ
ん
迷
惑
し
て
い
る
。
し
か
し
工

夫
を
し
て
、
良
い
場
所
を
見
立
て
、

模
様
替
え
し
て
稼
い
で
い
け
ば
昔
に

立
ち
戻
る
だ
ろ
う
と
、
そ
れ
だ
け
を

張
り
合
い
に
一
ヶ
年
送
り
に
こ
れ
ま

で
弁
納
し
て
き
た
。

そ
し
て
森
村
の
魚
猟
場
の
様
子
は
、

　
　

南
の
方
は
志
久
見
村
地
内
の
鷹
之
巣

と
い
う
恐
ろ
し
い
ほ
ど
高
い
崖
で
あ

り
、
北
の
方
の
居
村
の
端
も
似
た
よ

う
な
高
岸
で
川
幅
は
狭
く
甚
し
い
急

流
で
、
大
岩
石
の
間
の
み
水
が
流
れ

て
い
る

と
い
う
よ
う
な
嶮
岨
な
難
場
で
あ
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

宝
永
八
年
の
訴
え
か
ら
一
三
〇
年
経
ち

ま
し
た
が
、
相
変
ら
ず
不
漁
が
続
き
、
し

か
も
千
曲
川
が
だ
ん
だ
ん
荒
れ
て
き
て
運

上
を
納
め
る
ほ
ど
収
益
が
な
い
。
こ
ん
な

現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森
村
の
者
た
ち

は
、
工
夫
を
重
ね
て
い
れ
ば
い
つ
か
は
昔

の
よ
う
に
鮭
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
獲
れ
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
と
、
そ
の
時
を
待
っ
て
弁

納
（
不
足
分
を
代
わ
り
に
納
め
る
こ
と
、

他
の
収
入
か
ら
振
り
替
え
て
払
っ
て
い
る

と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
）
を
続
け
て
い
る

の
だ
、
と
。
税
を
納
め
る
苦
労
だ
け
が
の

し
か
か
る
、
と
い
う
切
な
い
文
言
で
す
。

し
か
し
実
際
に
こ
の
よ
う
な
無
益
な
も
の

だ
っ
た
の
か
、
森
村
の
人
々
と
鮭
漁
の
関

係
を
詳
し
く
記
し
た
史
料
が
あ
り
ま
す
の

で
、
次
回
は
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
三
十
四

『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』 （
八
）

青苧・鮭・蝋運上につき返答書（宝暦三年）
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図書室だより
　９月に入り、稲刈りの準備をする時期になりました。日本人の心をぎゅっとつかむ香り高い新米、楽しみで
すね。なにも乗せずにまずは白いご飯だけを味わう方も多いのでは？スーパーなどでも『新米』のシールが貼
られ店頭に並びますが、『新米』と呼んで販売されるのは収穫した年の12月31日までに精米して袋詰めされた
ものを言います。新米と表示できなくなっても古米になるわけではなく、米穀年度のはじまりが11月１日なの
で収穫翌年の11月１日から古米になります。新米といえば、新しく社会に出たり、経験が浅い人を『新米』と
呼びますが、これは新しい前掛けをつけている→新前掛け→新前→新米に訛って呼ばれるようになったという
説が有力だそうです。稲や米が入っている故事ことわざも多数あります。稲刈りが終わって一段落したら図書
室でことわざや雑学に触れてみませんか。

　栄村公民館図書室では土日の午前中、図
書室を開けてくださるボランティアさんを
募集しています。
　１～２か月に１度の当番です。
　お問い合わせは栄村教育委員
会事務局☎87-3118までお願い
します。

★図書室休館日★
連休や祝日で休館日があります。ご不便をおかけしますが

ご了承ください。
9月14～16日、21 ～ 23日　10月12～14日、22日

11月２～４日

★図書室開放時間★
〈平日〉午前８時半～午後５時　〈土・日〉午前９時～正午

※祝日は休館します

◦希望の糸（東野圭吾）　　　　　◦シーソーモンスター（伊坂幸太郎）
◦サスツルギの亡霊（神山裕右）　◦チア男子！（朝井リョウ）
◦11 eleven （津原泰水）　　　　　◦昨日がなければ明日もない（宮部みゆき）
◦昭和の犬（姫野カオルコ）　　　◦破門（黒川博行）
◦Ｋ2　復活のソロ（笹本稜平）　◦誰そ彼の殺人（小松亜由美）
◦生きるぼくら／キネマの神様（原田マハ）
◦約束の森（沢木冬吾）　　　　　◦今日（伊藤比呂美）
◦雪かきで地域が育つ（上村靖司　他）
◦日本が売られる（堤　未果）
◦知らなかった、ぼくらの戦争（アーサービナード） 
◦パリのすてきなおじさん（金井真紀）

◦昆虫の体重測定（古谷昭憲） 　◦死体が教えてくれたこと（上野正彦）

◦主婦のミシン おもしろい仕掛けの布こもの（主婦のミシン）
◦ハンカチでつくる! リカちゃんお洋服BOOK あこがれのドレスコレクション（荒木さわ子）
◦やってはいけない山歩き（野村　仁）
◦バッタを倒しにアフリカへ（前野ウルド浩太郎）

一　般

子供向け

趣味など

新着図書紹介

図書ボランティア募集中！
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今
ま
で
の
人
生
は
忙
し
く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た

よ
。
よ
か
っ
た
よ
、
栄
村
に
い
て
よ
か
っ
た
。

　

仲
間
や
お
友
達
も
い
っ
ぱ
い
い
る
し
、
な
ん
て
っ
た
っ
て
そ
れ

が
一
番
い
い
。

　

楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
50
代
の
頃
「
平
滝
な
か
よ
し
会
」（
女

性
ら
25
名
ほ
ど
の
集
ま
り
）
で
毎
年
お
金
を
積
み
立
て
て
、
全
国

各
地
、
北
か
ら
南
ま
で
旅
行
に
出
か
け
た
こ
と
。
ア
ル
バ
ム
に
は

当
時
の
思
い
出
を
大
切
に
記
録
し
て
い
る
。

　

平
滝
ひ
ん
ご
遺
跡
の
発
掘
作
業
は
、
賑
や
か
で
楽
し
か
っ
た
。

拾
わ
な
く
て
い
い
と
言
わ
れ
た
土
器
の
小
さ
な
か
け
ら
も
夢
中
に

な
っ
て
沢
山
掘
り
出
し
た
よ
。

　

こ
の
間
の
搬
入
作
業
に
も
参
加
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
量
は
沢

山
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
発
掘
作
業
は
も
う
少
し
範
囲
を
広

げ
て
あ
と
２
年
く
ら
い
で
き
た
ら
楽
し
そ
う
だ
ね
。
私
は
栗
や
ク

ル
ミ
を
掘
り
出
し
た
の
よ
。
小
さ
な
黒
い
も
の
が
出
て
き
て
も
、

気
に
せ
ず
、
ガ
リ
ン
ガ
リ
ン
ッ
と
掘
っ
て
い
た
ら
先
生
に
止
め
ら

れ
た
。

　

土
器
の
他
に
縄
文
時
代
の
お
墓
が
出
て
き
た
り
、
鮭
の
歯
も
で

て
き
た
。
わ
た
し
ら
の
姉
が
子
供
の
頃
に
は
、
千
曲
川
で
鮭
が
ビ

チ
ャ
ン
ビ
チ
ャ
ン
と
泳
い
で
い
る
光
景
が
見
れ
た
ん
だ
っ
て
。

　

私
は
今
月
で
79
に
な
る
け
ど
、
孫
も
ひ
孫
も
い
て
、
こ
れ
か
ら

は
元
気
に
今
ま
で
通
り
に
生
き
て
終
わ
り
を
迎
え
ら
れ
た
ら
幸
せ

だ
ね
。

《
村
に
ひ
と
こ
と
》

　

役
場
の
皆
さ
ん
が
も
う
少
し
遺
跡
の
こ
と
に
真
剣
に
な
っ
て
、

予
算
を
組
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。

　

私
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

年輪 159

油
科
光
子
さ
ん

（
79
歳
）
平
滝

おおき
くな〜れ

七
夕
に
男
と
女
愛
託
す�

大
塚
幸
一

ク
ラ
ス
会
二
十
歳
の
夏
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て�

杉
浦
恵
子

ワ
イ
パ
ー
を
急
か
す
家
路
や
梅
雨
嵐�

斉
藤
は
る
子

一
匹
の
蜂
に
揺
れ
て
る
濃
紫
陽
花�

関
谷
貞
子

病
む
夫
に
ふ
い
て
さ
ま
し
て
新
茶
く
む�

山
田
せ
き

梅
雨
空
や
上
衣
い
る
や
ら
い
ら
ぬ
や
ら�

柳
　
静
江

七
夕
の
夜
空
眺
め
幸
願
う�

福
原
勇
一

こ
の
国
の
行
方
ど
う
す
る
梅
雨
寒
し�

馬
場
澤
子

生
き
る
欲
サ
ン
ソ
背
負
い
て
苗
木
畑�

山
田
政
治

今
月
の
一
句 

〜
栄
村
俳
句
会
〜

俳
句
募
集
の
お
知
ら
せ

　

日
々
の
思
い
に
心
を
込
め
て
、
こ
れ
ぞ
！
と
い
う
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？
詠
ん
だ
句
は
栄
村
公
民
館
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
公
民
館
報
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。
川
柳
で
も
構
い
ま
せ
ん
。（
応
募
者
多
数
の
場
合
な
ど
、

掲
載
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。）

【
連
絡
先
】　

栄
村
公
民
館　

☎
８
７
─

２
１
０
０

　毎年恒例の栄村総合文化祭を今年も開催します。
　ステージ発表者、展示出展者を募集します。詳しくは配布したチラシを確認の
上、栄村教育委員会事務局（☎87-3118）または栄村公民館（☎87-2100）まで
お問い合わせください。村民みんなで文化祭を盛り上げましょう！

10月20日㈰ 開催‼

第41回　栄村総合文化祭



公民館報�さ か え（21） 令和元年９月１日

こらっせで
パブリック
ビューイング

　学校の友達に羨ましがられるこ
とがあります。それは栄村での大
人と子どもの距離の近さです。私
が箕作でそれを一番感じるのは、
やはり祭りです。獅子舞と歳取舞
が同じ空間を共有して練習を行う
中で、日増しに一丸となる雰囲気
を味わえるのは一つの自慢と言え
ます。大人とも分け隔てなく話せ
る環境だからこそ、亡き祖父が築
いた伝統など、既知以上の事を知
れることが喜びです。小さな村で
すが、羨ましく思ってもらえるコ
ミュニティにいる事は幸せだと感
じています。
� 上倉柚子稀（17）箕作

　ご縁があって、昨年11月から栄
村に移住している梅津裕介です。
千葉県の我孫子市出身。動物全般、
特に猫が好きです。
　栄村は山や温泉、スキー場もあ
り、何より大きな千曲川が流れて
いて自然が沢山有って良いところ
ですね。
　冬は雪が沢山降るので最初はと
ても驚きましたが、そのうち慣れ
ていけると思います。
　ゆったりとした性格なので少し
ずつ栄村の皆様に受け入れて頂け
れば幸いです。
　よろしくお願い致します
� 梅津裕介（31）箕作

　

長
い
梅
雨
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
急
に
猛
暑
と

な
り
気
候
の
変
化
に
体
が
つ
い
て
い
け
な
い
…
。

　

も
う
す
ぐ
、
実
り
の
秋
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
の

作
物
は
ど
う
な
り
ま
す
や
ら
。

　

そ
の
作
物
を
狙
っ
て
動
物
が
出
て
駆
除
に
皆
さ
ん

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
て
、

ど
ち
ら
の
勝
利
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。 

（
阿
美
）

編
集
後
記

　

飯
山
高
校
の
甲
子
園
出
場
で
、
地
元
は
熱
狂
的
大
盛
り
上
が
り
。

飯
山
か
ら
70
台
超
の
大
型
バ
ス
が
応
援
団
を
乗
せ
て
向
か
い
、
多
く

の
村
民
も
甲
子
園
球
場
ま
で
応
援
に
駆
け
付
け
た
よ
う
で
す
。
こ
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
を
栄
村
公
民
館
で
も
試
合
の
様
子
を
大
画
面
に
映
し

て
村
民
で
感
動
を
共
有
し
ま
し
た
。
試
合
は
大
差
で
の
敗
退
で
し
た

が
、
最
後
ま
で
大
声
援
を
続
け
、
ひ
と
夏
の
夢
を
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
飯
山
高
校
あ
り
が
と
う
! !

前
号　

公
民
館
報
さ
か
え
３
２
９
号
21
ペ
ー
ジ　

今
月
の
一
句

誤
「
梅
雨
の
夜
や
痛
む
足
亡
き
な
で
父
母
思
う
」

正
「
梅
雨
の
夜
や
痛
む
足
な
で
亡
き
父
母
思
う
」

訂
正
の
お
知
ら
せ

飯
山
高
校�

甲
子
園
出
場
お
め
で
と
う
‼






